
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

学 校 名 恵那市立上矢作中学校 

実 施 期 間 
平成２６年 ①１１月８日（土） ②１１月２７日（木） ③１１月３０日（日）

   ④１２月６日（土）  ⑤１２月２０日（土） 

実 施 概 要 ①家族参観 合唱祭 ②福寿苑訪問 ③ＰＴＡ資源回収  
④上中マラソン大会 ⑤上矢作フォーラム 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 ☑その他 

来 校 者 数 保 護 者 ①� ５２人 ② ３人 ③④⑤未定  
  計 ８１ 人 

地域関係者 ① ６人 ② ２０人 ③④⑤未定 

 
実 施 状 況 

①11月８日（土）中学校で「合唱祭」を行った。 

（１）全校スローガン 「紡ぐ」 

（２）曲名 全校合唱「ふるさと」  職員合唱「瑠璃色の地球」 

      １年生「カリブ夢の旅」「大切なもの」 

      ２年生「青春の１ページ」「時の旅人」 

      ３年生「名づけられた葉」「InTerraPax」 

地域の方に案内を出して招き、４月から取り組んできた合唱を発表した。地

域の方や保護者全員で歌える歌「ふるさと」を合唱した。合唱祭を通して、生

徒の成長した姿を保護者や地域の方に見ていただいた。 

② １１月２７日（木）特別養護老人ホーム 福寿苑訪問  

年２回訪問させていただき、入所されている方に少しでも喜んでもらえ

ように合唱を披露している。学年ごとに今まで一番うまくなった合唱曲を

披露した。生徒が、高齢者の方と一緒に歌えてなじみのある唱歌を歌おう

と考え、「もみじ」と「ふるさと」の２曲を選んだ。           

最後にこの２曲を入所者の方も口ずさみながら、全員一緒に歌った。帰

りに生徒全員が、入所者の方全員と握手と一声をかけて「さようなら」の

挨拶をした。本校の思いやりの心を育む活動として位置づけて取り組んで

いる。 

 
成果及び課題 

①� 合唱祭 保護者の感想より 

◇（全校合唱）全校生徒がひとつになり歌いあげる合唱はとても心地よくすば

らしかったです。上矢作中学校の宝物です。 

◇各学年の人数が少なくても、よくぞここまでがんばったなという気持ちです。 

◇（３年生）難しい曲を、強弱をつけまとまり声も出ており、美しい声に感動

で涙が出ました。下級生があこがれる合唱を聞かせてくれ、さすがです。 

◇（２年生）女子が少なくてもあんなに美しい合唱ができるなんて、全身を使

って声を出す姿には、１年でこれだけ成長できるのかと嬉しく拝聴しました。 

◇（１年生）初めての合唱祭で緊張もあったでしょうが、堂々として良い合唱

でした。男女の声のバランスが良かったです。 

②福寿苑訪問 当日の様子より  

○最初の挨拶から大きな声で誠実に取り組むことができた。合唱では、多くの

お年寄りの方が涙を流しながら聞き共に歌った。生徒たちも達成感を味わう

ことができた。 

○どの活動にも誠実に取り組むことができ、保護者や地域の方から温かい評価

をいただいた。ふるさとを思う気持ちも高まり、自信をもって主体的に動く

逞しさが見られるようになってきた。 

▲行事以外の日常の場でも、全力で力を発揮するようにさせていきたい。 

 


